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７５
歳
以
上
の
方
へ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料 

保
険
料 

　
保
険
料
は
被
保
険
者
単
位（
個

人
ご
と
）で
算
定
さ
れ
、
被
保
険

者
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担

す
る「
所
得
割
額
」と
全
員
が
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
の
合
計
額
で

す
。 

　
平
成
20
年
度
及
び
21
年
度
の
所

得
割
額
を
算
定
す
る
所
得
割
率
は

100
分
の
７
・
45
、
均
等
割
額
は
３
９
，

８
６
０
円
で（
図
１
）、
限
度
額
は

50
万
円
で
す
。
な
お
、
県
内
は
均

一
の
保
険
料
と
な
り
ま
す
。 

※
保
険
料
は
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
条
例
で
定
め
ら
れ
、

平
成
20
年
度
・
21
年
度
の
２
年

間
は
同
じ
で
、
平
成
22
年
度
に

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。 

納
付 

　
保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し

て
年
金（
年
額
18
万
円
以
上
の
方
）

か
ら
の
特
別
徴
収（
天
引
き
）と
な

り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
口

座
振
替
や
納
付
書
で
町
へ
納
め
る

普
通
徴
収
と
な
り
、
普
通
徴
収
の

納
期
は
、
７
月
か
ら
３
月
ま
で
の

９
回
で
す
。 

　
特
別
徴
収
に
該
当
す
る
方
は
、

平
成
20
年
４
月
の
年
金
受
給
時
か

ら
、
平
成
18
年
中
の
所
得
に
基
づ

い
て
仮
に
算
定
し
た
保
険
料（
仮

徴
収
）の
額
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
の
確

定
し
た
保
険
料（
本
徴
収
）の
額
は
、

平
成
20
年
７
月
頃
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
図
３
） 

　
な
お
、
す
で
に
特
別
徴
収
し
て

い
る
介
護
保
険
料
と
の
合
算
額
が

年
金
額
の
１
／
２
を
超
え
る
場
合

は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
す
る
直
前
に
、「
健
康
保

険
や
共
済
組
合
の
被
保
険
者
の
被

扶
養
者
」で
あ
っ
た
方
は
、
激
変

緩
和
の
た
め
平
成
20
年
４
月
か
ら

９
月
ま
で
は
保
険
料
負
担
を
凍
結

し
、
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま

で
は
保
険
料
を
９
割
軽
減
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

軽
減 

　
所
得
が
低
い
世
帯
の
方
に
は
、

所
得
に
応
じ
て
均
等
割
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
（
図
２
） 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
町
民
課 

　
☎
内
線
２
７
４
・
２
４
７ 

・
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局 

　
☎
045（
440
）６
７
０
０ 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
詳
細

は
、
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

h
ttp
://w

w
w
.k
ou
ik
i- 

ren
g
ou
-k
an
ag
aw
a.jp
/

軽減割合 

世帯（被保険者および世帯主）の総所得 
金額が下記の方が対象 

７割軽減 「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯 

５割軽減 
「基礎控除額（33万円）＋24.5万円× 
世帯の被保険者数（被保険者である世 
帯主は除く）」を超えない世帯 

２割軽減 
「基礎控除額（33万円）＋35万円×世帯 
　の被保険者数」を超えない世帯 

4月（1期）　6月（2期）　 
8月（3期） 

10月（4期）　12月（5期）　 
2月（6期）  

前年の所得が確定するま 
では仮算定された保険料 
を納めます。 

前年の所得が確定後は、 
年間保険料額から仮徴収 
分を差し引いた額を３期 
に分けて納めます。 

仮徴収 本徴収 

被保険者の保険料（年額） 

39,860円 

（総所得金額－33万円） 
× 

所得割率（7.45／100） 

均等割額 

所得割額 

図１　保険料の算定 

＋ 
＝
 

図２　保険料の軽減について 

図３　仮徴収と本徴収について 

　
平
成
２０
年
４
月
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料 

な
ど
が
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

※年６回の年金支給の際に、年金の受給額から保険料 
　があらかじめ差し引かれます。 

「参考」具体的な保険料の額の例 
〔保険料は10円未満切り捨て〕 

例３　社会保険に加入の子と同居し、 
　　　被扶養者となっている者 
（子の年収390万円・親の基礎年金79万円の場合） 

21年度年額 

20年度年額 

19,930円 ※2
1,993円 ※1

なし 

なし 

19,930円 

1,990円 

均等割額 所得割額 合計保険料 

例４　夫婦とも後期高齢者世帯（75歳以上の世帯） 
（夫78歳年金収入192.5万円、 
　妻76歳基礎年金79万円以下の場合） 

（妻）年額 

（夫）年額 

19,930円 ※1
19,930円 ※1

なし 

29,427円 

19,930円 

49,350円 

均等割額 所得割額 合計保険料 

※1  20年度のみの国の特別措置 
　　（4～9月負担なし　10～3月9割軽減） 
※2  均等割5割軽減 
　　（H20、21年度の2年間の緩和措置） 

※1  均等割5割軽減 

例１　基礎年金受給者 
（基礎年金79万円の場合） 

年額 11,958円 ※1 なし 11,950円 

均等割額 所得割額 合計保険料 

80,830円 

合計保険料 

例２　厚生年金の受給者 
（厚生年金208万円の場合） 

年額 39,860円 40,975円 

均等割額 所得割額 

※1  均等割額７割軽減 
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１
月
６
日
に
行
っ
た
消
防
出
初
式
に
お

い
て
、
人
命
救
助
で
消
防
活
動
に
協
力
さ

れ
た
方
と
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
方
に
対
し
、
表
彰
状
と

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

 

○
大
磯
町
長
表
彰
（
消
防
協
力
者
） 

　
人
命
救
助
　

　
　
　
　
上
　

地
　

倫
　

広 
 

○
神
奈
川
県
消
防
協
会
湘
南
支
部
長
表
彰 

　
第
２
分
団
　

分
団
長
　
石
　

井
　

憲
　

三 

　
第
５
分
団
　

分
団
長
　
本
　

城
　

雅
　

康 

　
第
８
分
団
　

分
団
長
　
増
　

田
　

博
呂
志 

　
第
12
分
団
　

分
団
長
　
安
　

彦
　

　
修 

 

○
大
磯
町
消
防
団
長
感
謝
状 

　（
勤
続
３
年
以
上
退
団
者
） 

　
第
８
分
団
　

部
長
　
　
須
　

藤
　

　
茂 

　
第
８
分
団
　

班
長
　
　
杉
　

崎
　

光
　

昭 
 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
消
防
本
部
　
☎
（
61
）０
９
１
１ 

　
前
委
員
等
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
昨
年
12
月
の
議
会
で
委
員

４
人
と
補
充
員
４
人
が
新
た
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
公
職

選
挙
法
に
よ
り
各
種
選
挙
等
の

事
務
の
管
理
や
執
行
を
公
平
・

公
正
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
任
期
は
、
平
成
19
年
12
月
23

日
か
ら
４
年
間
で
す
。
な
お
、

12
月
25
日
の
委
員
会
で
委
員
長

と
職
務
代
理
者
が
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

◎
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
２
２
８ 

　
町
で
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
う
一
つ
の
方

法
と
し
て「
事
業
仕
分
け
」を
実
施
し
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
進
め
、
新
た
な
行
政
需
要
や
住
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
第
三
者
の
目
で
効
率
的
な
自

治
体
経
営
の
実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

▼
と
き
　
２
月
９
日（
土
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
対
象
事
業
　
20
事
業
を
予
定（
予

算
事
業
） 

▼
実
施
方
法 

（1）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
外
部
評
価

者
で
２
班
の
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し

ま
す
。 

（2）
各
班
が
そ
れ
ぞ
れ
１
事
業
に
つ
き

30
分
程
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

仕
分
け
を
実
施
し
ま
す
。 

（3）
事
業
ご
と
に
評
価
者
で
協
議
し
て

結
論
を
導
き
ま
す
。
そ
の
結
果
を

ま
と
め
、
町
に
報
告
し
ま
す
。 

▼
申
込
み
　
傍
聴
は
自
由
で
す
が
、

資
料
準
備
の
た
め
事
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

　 事
業
仕
分
け
と
は･･･ 

　
町
が
実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
に

つ
い
て 

１
．
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
必
要
か

不
要
か 

２
．
必
要
で
あ
れ
ば
、
町
が
実
施
す

べ
き
か
民
間
が
実
施
す
べ
き
な
の

か 

３
．
町
が
実
施
す
べ
き
で
あ
れ
ば
、

改
善
は
必
要
か
現
行
ど
お
り
で
実

施
か 

　「
誰
が
行
う
べ
き
な
の
か
」、「
そ

も
そ
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
か
」を
町

職
員
以
外
の
視
点
で
、
事
業
の
本
質

を
皆
さ
ん
の
前
で
議
論
し
ま
す
。 

 

　「
事
業
仕
分
け
」の
結
果
は
、
町
の

最
終
判
断
に
よ
り
決
定
し
、
今
後
の

予
算
編
成
等
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
２
０ 

委員長 

梅田　詔一 
委員 

簑島　勝司 
補充員 

児玉　文一 
補充員 

水谷　　洋 

委員長職務代理者 

添田　公一 
委員 

熊澤　海樹 
補充員 

只埜　矩巳 
補充員 

白木　康之 

「
事
業
仕
分
け
」
を
行
い
ま
す 

「
こ
の
仕
事
は
、
税
金
を
使
っ
て
町
が
実
施
す
る
の
？
」 

町
の
仕
事
に
つ
い
て
、
公
開
で「
事
業
仕
分
け
」を
実
施
し
ま
す 行

政 

民
間 

不
要 

改
善 

現
行 

地
域 

新
委
員
・
補
充
員
が
決
ま
る 

選
挙
管
理
委
員
会 

消防活動協力者・ 
消防団員表彰 

消防活動協力者・ 
消防団員表彰 

消防活動協力者・ 
消防団員表彰 
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今
年
も
町
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
例
年
申
告
期
間
終
了
間
際
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
申
告
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

　
な
お
、
町
で
受
け
付
け
で
き
る
申
告
は
、
簡
易
な
確
定
申
告

と
町
県
民
税
申
告
に
な
り
ま
す
。 

 

《
確
定
申
告
と 

　
　
町
県
民
税
申
告
》 

 

申
告
が
必
要
な
方 

　
確
定
申
告
は
所
得
税
の
精
算
を
す

る
た
め
の
申
告
で
、
主
に
、
自
営
業

等
で
納
税
額
の
あ
る
方
や
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

方
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
確
定

申
告
を
さ
れ
る
方
は
町
県
民
税
の
申

告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
町
県
民
税
申
告
は
、
収
入
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
原
則
と
し
て
、
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
算
定
資
料
や
福
祉
年
金
、
児

童
手
当
等
の
給
付
資
料
に
も
な
り
ま

す
。
申
告
資
料
の
提
出
が
な
い
場
合

に
は
、
所
得
証
明
書
等
の
発
行
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

年
金
受
給
者
と
申
告 

　
一
般
に
、
給
与
所
得
者
は
、
勤
務

先
で
の
年
末
調
整
に
よ
っ
て
各
種
控

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　
し
か
し
、
年
金
所
得
者
の
場
合
、

そ
の
よ
う
な
し
く
み
が
な
い
た
め
、

社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
料
や

介
護
保
険
料
な
ど
）や
生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
、
障
害
者
控
除
、
寡
婦

（
夫
）控
除
な
ど
の
各
種
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
種

控
除
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
場
合

は
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 《
申
告
の
受
付
・
相
談
》 

 

　
申
告
会
場
の
案
内 

日
曜
日
に
も
申
告
で
き
ま
す
！ 

　
税
務
署
の
申
告
会
場
は
平
塚
駅
ビ

ル
６
階
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル
で
す
。
２
月

24
日（
日
）と
３
月
２
日（
日
）は
開
場

し
ま
す（
他
の
土
・
日
・
祝
日
は
閉

場
）。
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
町
の
申
告
会
場
は
、
土
・

日
・
祝
日
の
申
告
受
け
付
け
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

 

申
告
書
の
配
布 

　
町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
前
年
の

申
告
書
提
出
状
況
等
に
よ
り
申
告
が

必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
、
２
月
初
旬

に
送
付
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
申
告
が
必
要
な
方
で
、
申

告
書
が
な
い
場
合
は
、
町
の
申
告
会

場
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
確
定
申
告
書
等
は
、
税
務

署
及
び
町
の
申
告
会
場
の
ほ
か
、
役

場
本
庁
舎
１
階
税
務
課
窓
口
、
国
府

支
所
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

申
告
期
間
は

2
月
18
日（
月
）〜
3
月
17
日（
月
） 

こんな方は申告が必要です！ 

平成20年１月１日現在、大磯町に住んでいた。 

町内に住む人の税法上の扶養家族に 
なっている。 

平成19年中に課税対象となる 
収入があった。 
（遺族年金、障害年金等は非課 
　税所得です） 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

平成２０年１月１日現在、 
お住まいの市区町村で 
申告してください。 

申告は必要 
ありません。 

下記の表に 
進んでください。 

町県民税の 
申告が必要です。 

あなたはどの申告が必要？ 

給与所得 
（注①） 

平成19年中に 
勤務先を退職した。 

給与以外に収入が 
あった。 

再就職して前職 
分を含め、年末 
調整をした。 

源泉徴収さ 
れている。 

勤務先で年末調整し 
て、勤務先から町へ 
給与支払報告書が提 
出されている。  
（勤務先の給与担当 
　者に確認してくだ 
　さい。） 

源泉徴収されていて、医療費 
控除・寄付金控除・住宅借入 
金等特別控除・雑損控除等を 
受ける。 

（所得金額の合計）－ 
　　（各種控除の合計額） 
 
　　　で残額がある。 

雑（年金）所得 
（給与と年金の方も含む） 

あなたの収入の種類は？ 

不動産所得、 
事業所得など 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

はい いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

申告は必要 
ありません。 

確定申告が 
必要です。 

町県民税の 
申告が必要 
です。 

（注①）次に当てはまる方は必ず確定申告をしなければなり 
　　　ません。 
　●平成19年中の給与の収入金額が2,000万円を超える方 
　●給与以外の収入が20万円を超える方 
　●２か所以上から給与の支払いを受けている方 
　●不動産やゴルフ会員権などの資産を売った方 
※このフローチャートは全ての方が当てはまるものではありませんので、 
　詳しくはお問い合わせください。 

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告 

は
お
早
め
に
！ 
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介
護
保
険
と
控
除 

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除 

　
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
況
で

あ
っ
て
、
常
時
紙
お
む
つ
の
使
用
が

必
要
と
、
医
療
機
関
で
証
明
さ
れ
た

場
合
に
は
、
お
む
つ
の
費
用
を
医
療

費
控
除
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

必
要
な
書
類 

　
確
定
申
告
時
に
医
療
機
関
が
発
行

す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」と「
お

む
つ
代
の
領
収
書
」が
必
要
で
す
。 

　
２
年
目
以
降
で
、
要
介
護
認
定
主

治
医
意
見
書
に
よ
り
尿
失
禁
が
確
認

で
き
る
場
合
は
、
介
護
保
険
担
当
で

交
付
す
る「
内
容
確
認
証
明
書
」で
も

代
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に 

障
害
者
控
除 

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
65

歳
以
上
の
方
で
、
寝
た
き
り
や
認
知

症
に
よ
り
障
害
者
に
準
ず
る
と
認
め

ら
れ
た
方
に
対
し
、
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。 

　
確
定
申
告
の
際
に
、
認
定
書
を
添

付
す
る
こ
と
で
、（
特
別
）障
害
者
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

対
象
と
な
る
方 

　
要
介
護
２
以
上
で
、
町
が
要
介
護

認
定
主
治
医
意
見
書
に
よ
り
、
知
的

障
害
者
及
び
身
体
障
害
者
に
準
ず
る

と
認
め
た
方
。
（
状
態
確
認
が
必
要

な
た
め
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。） 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
１
４ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告
書
が

作
成
で
き
ま
す
！ 

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:// 

w
w
w
.n
ta.g
o.jp

）で
は
画
面
の
案
内

に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と

で
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
る「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書

を
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
、
そ
の
ま

ま
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
事
前
に
登
録
手
続
き
を
済
ま

せ
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
直
接

申
告
書
を
提
出
で
き
るe-T

ax

も
御

利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

平
成
２０
年
度
町
県
民
税
の 

主
な
改
正
事
項 

 

地
震
保
険
料
控
除
が
創
設 

　
地
震
保
険
へ
の
加
入
を
促
す
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
損
害
保
険
料
控
除
は
廃

止
さ
れ
、
新
た
に
地
震
保
険
料
控
除

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
18
年
末

ま
で
に
契
約
し
た
長
期
損
害
保
険
契

約
は
従
来
の
損
害
保
険
料
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
。 

 

住
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除 

　
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
方
は
、
税
源
移
譲
に
よ
っ

て
所
得
税
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

控
除
を
受
け
ら
れ
る
額
が
減
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
毎
年
３
月
15
日（
休
日
に

当
た
る
場
合
は
翌
平
日
）ま
で
に
町

へ
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
分
を
翌
年
度
の
住

民
税
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

年
度
間
の
所
得
変
動
に
伴
う
経
過
措

置 　
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
多
く
の
方
は
、

住
民
税
が
増
加
し
所
得
税
が
減
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
19
年
中
の
所
得
が

前
年
か
ら
大
き
く
減
り
所
得
税
が
か

か
ら
な
く
な
る
場
合
に
は
、
住
民
税

の
税
負
担
が
増
え
る
の
み
で
、
所
得

税
の
税
負
担
の
軽
減
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
、
平
成
20
年
７
月
１
日
か

ら
31
日
ま
で
に
町
へ
申
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
平
成
19
年
度
の
住
民
税

を
税
源
移
譲
前
の
水
準
ま
で
減
額
す

る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

老
年
者
非
課
税
措
置
廃
止
の
経
過
措

置
が
廃
止 

　
平
成
18
年
度
か
ら
老
年
者
非
課
税

措
置
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て

65
歳
以
上
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
125
万
円
以
下
の
方
に
対
し
、
平

成
19
年
度
ま
で
段
階
的
に
課
税
す
る

経
過
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
20
年
度
よ
り
こ
の
経
過
措

置
が
廃
止
さ
れ
、
全
額
課
税
さ
れ
ま

す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

確
定
申
告
に
つ
い
て 

　
平
塚
税
務
署
個
人
課
税
部
門 

　
☎
（
22
）１
４
０
０ 

町
県
民
税
に
つ
い
て 

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
４ 

申告会場の案内 

持 ち 物 

税務署が開設する申告会場 

○申告書、印鑑 

○源泉徴収票や各種控除の証明書 

○還付申告の場合、申告者名義の口座番号がわかるもの 

○前年の申告書の控え 

○使い慣れた筆記用具、電卓 

時　　間 

○申告書作成のアドバイス 
　９：00～17：00 

○申告書等の配布・収受 
　８：30～17：00

【①の期間中】 
９：30～12：00　13：00～15：30 

【②の期間中】 
９：00～12：00　13：00～16：00

受付期間 

平成20年１月28日（月）～３月26日（水） 

※土日は除く。ただし、２月24日（日）・ 
　３月２日（日）は開場します。 

平塚駅ビル６階ラスカホール 場　　所 

すべての確定申告 

町が開設する申告会場 

町県民税申告 

簡易な確定申告（申告書Ａ） 

※住宅借入金等特別控除（所得税）・各種譲渡所 
　得・繰越損失・青色申告等の方は税務署での申 
　告をお願いします。 

申告内容 

【①税理士会による無料相談会】 

２月13日（水）～15日（金）　国府支所２階会議室　　 
２月18日（月）～20日（水）　保健センター２階研修室 

【②上記以外の申告相談受付】 

２月21日（木）　　　　　　保健センター２階研修室 
２月22日（金）～　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　３月17日（月）　役場４階第１会議室　　 

※土日は除く。 

所得税の申告・納付期限は３月17日 
（月）です。２月18日（月）以前は還付 
申告の方が対象です。 
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【
増
加
し
続
け
る
医
療
費
、伸
び
悩
む

保
険
税
収
入
】 

　
国
民
健
康
保
険
財
政
が
深
刻
化
し

て
い
る
最
大
の
要
因
は
、
年
々
増
加

を
続
け
る
医
療
費
で
す
。
こ
の
医
療

費
の
伸
び
に
対
し
て
、
保
険
税
収
入

は
伸
び
悩
み
、
そ
の
不
均
衡
な
状
況

は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
平
成
18
年
度
の
医
療
費
は
、
27
億

９
，０
６
６
万
円
、保
険
税
収
入
は
、

10
億
３
，２
９
０
万
円
と
な
っ
て
い

て
、
平
成
16
年
度
か
ら
の
３
年
間
で

比
較
す
る
と
、
医
療
費
は
、
年
々
増

加
し
て
４
億
５
，３
５
７
万
円（
19
・

４
％
）も
増
加
し
て
い
ま
す
。（
表
１
）

そ
れ
に
対
し
て
、
保
険
税
収
入
は
、

わ
ず
か
１
，４
７
０
万
円（
1.4
％
）の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
２
） 

　
支
出
の
医
療
費
の
大
幅
な
増
加
に

対
し
て
、
収
入
の
保
険
税
が
追
い
つ

い
て
い
か
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の

格
差
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

 
【
国
保
会
計
の
財
源
不
足
は
町
税
で

補
て
ん
】 

　
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
加
入
者

の
高
齢
化
な
ど
に
伴
う
医
療
費
の
増

加
と
保
険
税
収
入
の
増
加
が
期
待
で

き
な
い
な
ど
、
恒
常
的
な
財
源
不
足

が
続
き
、
財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
民
健
康
保

険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る
た

め
、
毎
年
度
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金（
税
金
）を
国
民
健
康
保
険
会
計

に
繰
入
し
、
医
療
費
等
の
支
払
い
に

充
て
、
収
入
不
足
を
補
っ
て
い
ま

す
。
（
表
３
） 
 【

受
益
者
負
担
の
適
正
化
】 

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、
加
入

者
が
負
担
す
る
保
険
税
収
入
と
国
・

県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
賄
う
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
財
政

の
安
定
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
受

益
者
負
担（
保
険
税
）の
適
正
化
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 【
平
成
２０
年
度
か
ら
保
険
税
の
算
定

方
法
が
変
わ
り
ま
す
】 

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
基

礎
課
税
額（
医
療
費
分
）と
40
歳
以
上

を
対
象
と
し
た
介
護
納
付
金
課
税
額

（
介
護
納
付
金
分
）の
合
算
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
は

制
度
改
革
に
よ
り
新
た
に
後
期
高
齢

者
支
援
金
課
税
額（
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
）が
合
算
と
な
り
ま
す
。 

　
後
期
高
齢
者
支
援
金
課
税
額
と

は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ

る
75
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
伴
い
、
そ
の
医
療

費
の
財
源
の
一
部
と
し
て
国
民
健
康

保
険
加
入
者
が
新
た
に
負
担
す
る
も

の
で
す
。 

 
◎
問
い
合
わ
せ
　
町
民
課 

　
☎
内
線
２
４
７
・
２
７
４ 

医
療
費
が
町
の
財
政
を
圧
迫
!!
 

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
治
療
を
安
心
し
て
病
院
等
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
、 

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
く
制
度
で
、
こ
の
保
険
税
が 

医
療
費
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
12
月
17
日（
月
）大
磯
運
動
公
園
で

交
通
事
故
対
策
訓
練
を
消
防
署
及
び

国
府
分
署
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
平
成
18
・
19

年
度
に
更
新
さ
れ
た
救
助
工
作
車
、

救
急
車
の
各
装
置
及
び
資
器
材
を
用

い
、
普
通
乗
用
車
・
軽
乗
用
車
の
破

壊
と
事
故
車
両
内
か
ら
の
傷
病
者
救

出
を
行
い
ま
し
た
。 

　
実
際
の
車
両
を
使
用
し
、
よ
り
実

践
的
に
、
新
規
導
入
さ
れ
た
装
置
及

び
資
器
材
の
効
果
・
取
扱
い
要
領
の

再
確
認
を
行
い
、
事
故
車
両
か
ら
傷

病
者
を
確
実
、
迅
速
に
救
出
す
る
技

能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
消
防
署
で
は
、
各
種
災
害
に
対
し

て
安
全
、
確
実
、
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
継
続
的
に
訓
練
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。 

         

◎
問
い
合
わ
せ 

　
消
防
署
　
☎
（
61
）０
１
１
９ 

「
交
通
事
故 

　
　

対
策
訓
練
」 

　
　
　
　
を
実
施 
― 
国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て 

― 

表１　医療費の推移 

30 

28 

26 

24 

22 

20

億円 

23億3,709万円 

26億5,982万円 

27億9,066万円 

平成16年度 平成17年度 平成18年度 

表２　国民健康保険税収入の推移 

11 

10 

9 

8

億円 

10億1,820万円 10億1,401万円 
10億3,290万円 

平成16年度 平成17年度 平成18年度 

5 

4 

3 

2 

1 

0

億円 

2億5,747万円 

3億7,990万円 3億9,620万円 

平成16年度 平成17年度 平成18年度 

表３　一般会計からの繰入額 
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生
き
が
い
事
業
団 

軽
作
業
員
を
募
集 

　
大
磯
学
童
保
育
会
で
は
、

小
学
生（
１
〜
６
年
生
）の

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の

生
活
指
導
及
び
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
学
童
保
育
指
導
員

（
非
常
勤
）を
募
集
し
ま
す
。 

 

▼
勤
務
地
　
大
磯
小
学
校

敷
地
内 

▼
就
業
時
間
　
小
学
校
下

校
時
か
ら
保
育
時
間
終

了
ま
で
（
面
接
時
に
相

談
）。
夏
休
み
、
学
校

休
業
日
は
午
前
中
か
ら
。 

▼
勤
務
日
　
平
成
20
年
４

月
か
ら
で
週
３
〜
４
日 

▼
年
齢
　
22
歳
〜
50
歳
く

ら
い
ま
で
の
方 

▼
時
給
　
８
８
０
円 

▼
そ
の
他
　
教
員
・
保
育

士
資
格
の
あ
る
方
歓
迎 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
大
磯
学
童
保
育
会
　
会

長
田
中
　
☎
（
61
）５
７

１
８（
月
〜
金
曜
日
　

12

時
30
分
〜
18
時
30
分
） 

学
童
保
育
指
導
員
を
募
集 

　
大
磯
町
中
高
年
生
き
が

い
事
業
団
で
は
、
軽
作
業

員
を
若
干
名
募
集
し
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
お
持
ち
の
方
を
会
員

と
し
て
募
集
し
て
い
ま

す
。 

　
地
域
社
会
に
貢
献
し
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
目

指
す
意
欲
の
あ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

▼
募
集
内
容 

・
60
歳
以
上
で
健
康
な
方 

・
就
労
等
に
意
欲
の
あ
る

方 

・
植
木
の
手
入
れ
・
機
械

除
草
等
の
で
き
る
方 

・
勤
務
日
及
び
勤
務
場
所

な
ど
は
直
接
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
大
磯
町
中
高
年
生
き
が

い
事
業
団 

　
☎
（
61
）３
７
７
０ 

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

筋
ト
レ
・
脳
ト
レ
・
お
口
ト
レ 

介
護
予
防
に
つ
い
て
　
そ
の
４ 

臨時職員を募集  臨時職員を募集  臨時職員を募集  

　提出書類　市販の履歴書（写真貼付）１通 
　受付期間　2月4日(月)～2月15日(金) 
　　　　　　※郵送での提出可 

　その他　募集受付期間終了後、面接日時等を連絡します。 
　勤務内容、給与等その他詳細については、お問い合わせ下さい。 
　　　　　　 ◎問い合わせ・申込み　生涯学習課　☎内線323

▼
 

▼
 

▼
 

区　分 採用予定数 内容・条件 

生涯学習館の受付、屋内外での清掃等の作業などができる65歳くらいまで 
の方（毎月のローテーションにより、月8～9日程度の勤務） 

生涯学習館 
臨時職員 

採用予定期間 

4名 4月1日（火）から 
最長で平成21年 
3月31日（火）ま 
で 

埋蔵文化財の本発掘調査と試掘調査の補助作業、および遺物整理作業につい 
ての経験を有する60歳くらいまでの方（月3～5日程度の勤務） 

文化財調査 
臨時職員 

若干名 

　
介
護
予
防
に
つ
い

て
、
町
内
の
あ
ち
こ

ち
で
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
回
は
今

す
ぐ
誰
で
も
そ
の
場

で
始
め
ら
れ
る『
お

口
ト
レ
』（
口
腔
ケ
ア
）

を
取
り
上
げ
ま
す
。 

 

　
食
事
や
お
茶
の
時
、
食
べ
に
く
さ

や
飲
み
込
み
に
く
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
口
の
中
が
乾
く
、

む
せ
や
す
い
な
ど
を
感
じ
た
ら
、
ぜ

ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

　
舌
や
頬
は
筋
肉
で
で
き
て
い
る
の

で
、
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
舌
に
は
口
に
含
ん
だ
食
べ
物
を
噛

み
易
い
場
所
に
運
び
、
飲
み
込
み
や

す
く
す
る
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

舌
が
動
か
な
い
と
唾
液
を
飲
み
込
む

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。 

　
唾
液
に
は
、
消
化
を
助
け
る
他
に

お
口
の
中
を
清
潔
に
し
た
り
、
義
歯

な
ど
を
安
定
さ
せ
る
役
割
が
あ
り
ま

す
。
頬
の
内
側
や
歯
茎
な
ど
を
や
さ

し
く
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
よ
く
か
ん
で
食
事
を
す
る
と
唾

液
が
た
く
さ
ん
出
て
飲
み
込
み
も
し

や
す
く
な
り
ま
す
。 

頬
の
膨
ら
ま
し 

　
く
ち
び
る
を
固
く
結
ん
で

頬
を
膨
ら
ま
し
ま
す
。
指
で

押
し
て
み
て
、
指
の
力
に
負
け
な
い

よ
う
に
、
左
右
交
互
に
動
か
し
ま
す
。 

舌
体
操 

　
く
ち
び
る
を
固
く
結
ん
だ
ま
ま
舌

の
先
を
上
下
左
右
に
押
し
ま
す
。
歯

の
並
び
に
沿
っ
て
舌
先
を
な
め
る
よ

う
に
動
か
し
ま
す
。
口
を
あ
け
て
大

き
く
回
す
と
さ
ら
に
効
果
あ
り
。 

ブ
ク
ブ
ク
う
が
い 

　
15
〜
30
㏄
の
水
を
口
に
含
ん
で
、

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
白
い
泡
が
出

る
よ
う
に
、
30
秒
間
を
目
安
に
口
の

中
で
水
を
か
き
回
し
ま
す
。 

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ 

　
頬
骨
の
下
、
顎
関
節
の
内
側
、
顎

の
下
あ
た
り
を
そ
っ
と
押
し
て
み
る

と
唾
液
が
で
て
き
ま
す
。 

早
口
言
葉 

　『
隣
の
客
は
よ
く
・
・
』な
ど
の
早

口
言
葉
を
使
っ
て
、
口
を
大
き
く
は

っ
き
り
と
動
か
し
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
も
有
効
で
す
。 

 

　
町
で
は
こ
れ
ら
の
『
お
口
ト
レ
』

（
口
腔
ケ
ア
）を
歯
科
衛
生
士
の
指
導

の
も
と
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課
　 

　
吉
田
　
☎
内
線
３
１
５ 

　職種　一般事務補助等 
　提出書類　町指定の登録書に必要事項を記入、 
　顔写真（カラー・縦4cm×横3.5cm）を貼付。 
　用紙は町ホームページから取り出せます。 
 
 

　採用　臨時職員の必要が生じた場合、登録者の中から採用を行 
　います。 
※平成19年度の登録も受け付けています。 
　　　　　　 ◎問い合わせ・申込み　総務課　☎内線210・211

平成20年度臨時職員の登録を受け付けています 

▼
 

▼
 

▼
 



町
　
費

町
　
費 

国
・
県
の
補
助
金

補
助
金 

受
益
者
負
担
金

受
益
者
負
担
金 

町
　
債

町
　
債 
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平
成
19
年
度
に
整
備
す
る
西
小
磯
、
国
府
本
郷

地
区
の
一
部
の
区
域
に
お
い
て
、
平
成
20
年
５
月

か
ら
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
公
共
下
水
道
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
は
多
く

の
建
設
費
用
が
必
要
で
す
。
そ
の
費
用
は
国
や
県

の
補
助
金
、
借
入
金
並
び
に
町
税
な
ど
の
一
般
町

費
と
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
受
益
者
負
担

金（
以
下「
負
担
金
」）に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。 

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
区
域
で
は
、
生
活

環
境
が
よ
く
な
り
、
そ
の
土
地
の
利
用
価
値
が
増

大
し
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
の
整
備
に
よ
り
利
益
を

受
け
る
方
々
に
、
建
設
費
の
一
部
を「
受
益
者
」と

し
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

一
層
の
整
備
促
進
を
し
よ
う
と
い
う
の
が
都
市
計

画
法
に
基
づ
く『
受
益
者
負
担
金
』の
制
度
で
す
。 

負
担
金
を
納
め
る 

受
益
者
と
は
？ 

　
整
備
区
域
内
の
す
べ
て

の
土
地
が
対
象
と
な
り
、

そ
の
土
地
の
所
有
者
ま
た

は
権
利
者
が
受
益
者
と
な

り
ま
す
。 

　
負
担
金
は
、
公
共
汚
水

ま
す
や
建
物
の
有
無
を
問

わ
ず
、
そ
の
土
地
の
前
面

等
に
下
水
道
管
が
整
備
さ

れ
た
時
点
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

　
平
成
20
年
５
月
に
供
用

開
始（
下
水
道
が
使
用
で

き
る
）さ
れ
る
区
域
内
の

土
地
所
有
者
に
は
、
４
月

に
送
付
す
る
申
告
書
に
よ

り
、
受
益
者
を
申
告
し
て

い
た
だ
き
決
定
し
ま
す
。 

 

負
担
金
の
額
は
？ 

　
納
め
て
い
た
だ
く
負
担
金
の
額
は
、

対
象
区
域
内
に
所
有
す
る
土
地
ま
た

は
権
利
の
あ
る
土
地
の
面
積
に
単
位

負
担
金
額（
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
３
７
７
円
）を
乗
じ
て
算
出
し
た

金
額
で
す
。 

　
な
お
、
負
担
金
は
土
地
に
対
し
て

「
一
回
限
り
」の
負
担
で
す
。 

負
担
金
の
納
付
方
法
は
？ 

　
算
出
し
た
金
額
を
３
年
に
分
割

し
、
さ
ら
に
１
年
を
４
回
の
納
期
に

分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
括
で
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
括
納
付
の
場

合
は
、
当
該
年
度
の
最
初
の
納
期
内

の
納
付
に
限
り
、
納
付
さ
れ
る
年

数
、
金
額
に
応
じ
て
一
括
納
付
報
奨

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
実
際
は
、
報

奨
金
相
当
額
を
差
し
引
い
た
金
額
で

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。） 

 

負
担
金
の
減
免
と
徴
収
猶
予
は
？ 

　
負
担
金
は
、
一
律
に
賦
課
さ
れ
ま

す
が
、
土
地
の
用
途
に
応
じ
て
減
免

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
土
地
の
状
況
や
受
益
者
の

事
情
に
よ
り
、
徴
収
を
猶
予
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　
い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
徴
収
猶
予
の
理
由
が
消
滅
し
た
と

き
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

受
益
者
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
？ 

　
土
地
の
売
買
な
ど
に
よ
り
、
負
担

金
を
納
付
す
る
受
益
者
を
変
更
す
る

場
合
は
、
旧
受
益
者
と
新
受
益
者
と

の
連
署
で
受
益
者
変
更
の
届
出
が
必

要
で
す
。 

　
届
出
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

前
の
受
益
者
が
負
担
金
を
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
届
出
さ
れ
た
日
以
後
の
納
期
に
係

る
負
担
金
は
、
新
受
益
者
が
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  

【
住
民
説
明
会
の
開
催
】 

　
平
成
20
年
５
月
か
ら
公
共
下
水
道

が
使
え
る
よ
う
に
な
る
西
小
磯
、
国

府
本
郷
地
区
の
一
部
の
区
域
内
の
方

に
対
し
、
供
用
開
始
に
伴
う
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
時
等
に
つ

い
て
は
、
区
域
内
に
土
地
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
開
催
通
知

を
送
付
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
２
４ 

下
水
道
事
業『
受
益
者
負
担
金
』　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
！ 

※③と④の場合は、お互いご相談のうえ、受益者を決めてください。 
 
 

① 
 

② ③ 
 

④ 
 

例えば、165m2（約50坪）の 

土地を所有している場合は 

165m2×377円＝62,200円 
　　　　　（10円未満切り捨て） 

受益者（負担金を納めていただく方）の一例 

Ａの土地にＡが家 
を建てＡが住んで 
いる場合 

Ａの土地にＡが家 
を建てＣに貸して 
いる貸家・アパー 
ト等の場合 

Ａの土地にＢが家 
を建てＢが住んで 
いる場合 

Ａの土地にＢが家 
を建てＣに貸して 
いる貸家・アパー 
ト等の場合 

受益者はＡ 

Ａの土地 

Ａ居住 

Ａの家 

Ａの土地 

Ｃ居住 

Ａの家 

Ａの土地 

Ｂ居住 

Ｂの家 

Ａの土地 

Ｃ居住 

Ｂの家 

受益者はＡ 受益者はＡまたはＢ 

受益者負担金の額は、 
1m2当たり377円です。 

町
　
費 

国
・
県
の
補
助
金 

受
益
者
負
担
金 

町
　
債 
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下 水 道 使 用 料 を 改 定  下 水 道 使 用 料 を 改 定  下 水 道 使 用 料 を 改 定  

4月1日から平均8.9％引き上げ 

２か月で40m3使用された場合の使用料計算例 
　16m3までの分　→基本使用料＝1,390円 
　16m3を超え40m3までの分 
　　　→（40m3－16m3）×100円＝2,400円 
　　　　 計　1,390円＋2,400円＝3,790円 
　　　　 消費税   3,790円×5％＝　189円（1円未満切り捨て） 
　　　　 合計　3,790円＋189円＝3,979円（321円増） 
　　　　（現行料金）　　　　   　  3,658円 
※使用期間が4月1日をまたがる場合は、平成20年3月31日までの料金は現行料金で、 
　平成20年4月1日以降の分は改定料金で使用日数に応じて日割りで計算します。 

 
16m3を超え　　 
40m3を超え　　 
60m3を超え　　 
80m3を超え　　 
100m3を超え　　 
200m3を超え　　 
1,000m3を超え　　 
2,000m3を超える分 

16m3までの分 
40m3までの分 
60m3までの分 
80m3までの分 
100m3までの分 
200m3までの分 
1,000m3までの分 
 2,000m3までの分 

1m3につき 

1,276円 
92円 
98円 
112円 
124円 
136円 
154円 
172円 
190円 
6円 

基本料金 
現行料金 改定料金 

一 般 汚 水 

公衆浴場汚水 

超過料金 
1m3に　 
つき　  

1,390円 
100円 
107円 
122円 
135円 
148円 
168円 
187円 
207円 
6円 

（消費税抜き） 

２か月当たりの公共下水道使用料金表 

　
下
水
道
は
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
を
築
く
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
河
川
や
海
な
ど
の
水

質
汚
濁
を
防
ぎ
、
貴
重
な
自
然

を
守
る
と
と
も
に
、
大
雨
に
よ

る
浸
水
の
防
除
な
ど
の
役
割
を

担
う
重
要
な
施
設
で
す
。 

　
町
で
は
、
平
成
４
年
に
供
用

開
始
し
て
か
ら
15
年
が
経
過

し
、
平
成
18
年
度
末
の
人
口
普

及
率
は
42
・
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
下
水
道
使
用
料
は
、
家
庭
や

事
業
所
な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を

き
れ
い
に
す
る
た
め
の
下
水
処

理
場
や
、
下
水
管
の
維
持
管
理

費
用
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

下
水
道
建
設
に
要
し
た
借
入
金

を
返
済
す
る
費
用
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
費
用

は
、
使
用
料
の
収
入
で
賄
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状

で
は
困
難
な
た
め
、
不
足
分
は

一
般
会
計
の
繰
入
金（
税
金
）で

補
っ
て
い
る
状
況
で
す（
図
１
）。 

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

減
ら
し
、下
水
道
財
政
の
健
全

化
を
図
る
た
め
、
必
要
な
費
用

を
で
き
る
だ
け
使
用
料
で
賄
え

る
よ
う
、
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
使
用
料
を
平
均
８
・
９
％

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

　
今
回
の
改
定
は
、
平
成
17
年

４
月
以
来
２
回
目
の
改
定
と
な

り
ま
す
。
今
後
と
も
下
水
道
事

業
の
効
率
化
を
図
り
、
経
費
の

節
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
２
４ 

（図１）平成18年度汚水処理に係る経費の収支内訳 （単位　千円） 

支 出 汚水処理費　　　　530,421

維持管理費維持管理費 
80,102
維持管理費 
80,102

資本費（元利償還金） 
450,319 

収 入 
下水道使用料下水道使用料 
102,440

下水道使用料 
102,440

一般会計からの繰入金 
427,981

　
（財）
神
奈
川
県
下
水
道
公
社
主
催
の
下

水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
町

内
の
小
学
校
か
ら
次
の
方
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。 

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
下
水
道
知
識
の

普
及
と
啓
発
を
図
る
た
め
、
県
内
の
小

学
４
年
生
を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
、
今

年
度
は
応
募
総
数
５
，１
９
５
点
で
、

町
内
の
小
学
校
か
ら
２
５
８
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

 

◇
書
道
の
部 

　
入
賞
　
浅
野
　
　
裕
　
（
大
磯
小
） 

     

　
入
賞
　
加
藤
　
沙
耶
果
（
国
府
小
） 

     

　
入
賞
　
関
根
　
唯
加
　
（
国
府
小
） 

     

　
な
お
、
入
賞
作
品
は
、
相
模
川
流
域

下
水
道
右
岸
処
理
場（
四
之
宮
管
理
セ

ン
タ
ー
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 
 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
２
４ 

下水道作品コンクール　３名が入賞 下水道作品コンクール　３名が入賞 
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児
童
サ
ー
ビ
ス
講
座 

　
　｢

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
入
門｣ 

 

　
ペ
ー
プ
サ
ー
ト（
平
面
絵
人
形
）は

く
る
く
る
回
っ
て
奇
想
天
外
！
こ
の

日
本
独
特
の
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
は
、

芝
居
や
歌
遊
び
・
詩
の
朗
読
な
ど
で

い
ろ
い
ろ
楽
し
め
ま
す
。
ペ
ー
プ
サ

ー
ト
の
歴
史
か
ら
演
じ
方
の
テ
ク
ニ 

ッ
ク
ま
で
、
具
体
的
な
手
法
を
交
え

な
が
ら
楽
し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。 

        

▼
と
き
　
２
月
26
日（
火
）午
前
10
時

〜
12
時 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
大
会

議
室 

▼
対
象
　
一
般
、
先
着
30
名 

▼
持
ち
も
の
　
マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
ク（
10

色
前
後
）、
水
糊（
ス
テ
ィ
ッ
ク
糊

不
可
）、
は
さ
み 

▼
材
料
費
　
６
０
０
円 

▼
保
育
　
希
望
者
は
申
込
み
時
に
ご

相
談
く
だ
さ
い 

▼
申
込
み
　
２
月
２
日（
土
）午
前
９

時
30
分
か
ら
電
話
ま
た
は
来
館
に

て
受
付 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー 

　
　
　
　
　
を
作
り
ま
し
た 

 

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
地
域
に
生

ま
れ
た
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
な
が
ら
絵

本
を
手
渡
す
運
動
で
す
。 

　
町
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
る「
４
か
月
児
健
診
」終
了
後
に
、

受
診
者
全
員
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
図
書
館
で
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

後
も
継
続
し
て
絵
本
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
を
つ
く
り
ま
し
た
。
本
館
、
国

府
分
館
共
に
小
さ
い
子
向
き
絵
本

コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

            

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　
　
　
　
来
年
度
受
付
開
始 

 

　
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
作
品
や
収
集

品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
４
月
に
利
用
す
る
場
合
は
２
月
１

日（
金
）午
前
９
時
30
分
か
ら
、
５
月

以
降
に
利
用
す
る
場
合
は
３
月
１
日

（
土
）午
前
９
時
30
分
か
ら
、
図
書
館

本
館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
先
着
順

に
受
付
し
ま
す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み 

　
図
書
館
　
☎
（
61
）３
０
０
２ 
 

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

◎
大
磯
絵
画
同
好
会 

○
と
き
　
２
月
15
日
（
金
）
〜
29
日 

　（
金
）、
平
日
は
午

前
９
時
30
分
〜
午

後
６
時
50
分
、
初

日
は
午
後
１
時
か

ら
、
最
終
日
は
正

午
ま
で
。
土
・
日

は
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
50
分 

○
と
こ
ろ 

　
図
書
館
本
館 

　
２
階
ロ
ビ
ー 

○
内
容 

　
絵
画
の
展
示 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
加
藤
　
☎
（
61
）５
０
８
３ 

　
消
防
法
の
改
正
に
伴
い
町
条
例
で

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」に
つ
い
て
、
悪

質
な
訪
問
販
売
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

【
相
談
事
例
】 

自
宅
に
作
業
服
を
着
た
人
が
訪
問

し
、「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
」と
説

明
。
そ
の
後
、勝
手
に
上
が
り
こ

み
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

た
。
設
置
が
終
わ
る
と
そ
の
代
金

と
し
て
、
１
台
２
万
円
を
請
求
さ

れ
た
。 

 

騙
さ
れ
な
い
た
め
に
は 

「
消
防
署
の
方
か
ら
き
ま
し
た
」
と

い
う
言
葉
に
ご
用
心
！ 

　
消
防
署
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
特
定
の
業
者
に
許
可
を
与

え
た
り
、
委
託
し
て
販
売
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。 

高
額
な
も
の
を
売
り
つ
け
ら
れ
な
い

よ
う
に
注
意
！ 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
値
段
は
、

１
個
数
千
円
か
ら
１
万
円
前
後
で
販

売
さ
れ
て
お
り
、
自
分
で
取
り
付
け

が
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
販
売
店

で
も
購
入
で
き
ま
す
。
価
格
や
性
能

を
比
較
し
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。 

設
置
場
所
や
施
行
時
期
は
町
の
火
災

予
防
条
例
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
６
月
１
日
か
ら
設
置
を
義
務
付
け
、

既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

５
月
31
日
ま
で
の
設
置
を
定
め
て
い

ま
す
。 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
な

か
っ
た
場
合
の
罰
則
等
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
火
災
の
被
害
予
防
の
た
め
に

設
置
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
取
り
付
け
る
場
所
は
全
て
の
寝
室

で
す
が
、
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ
る

場
合
は
、
階
段
の
最
上
部
に
も
必
要

と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
設
置
の
機
種
や
設
置
場
所

等
の
詳
細
は
消
防
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

も
し
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら 

　
消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
た
時
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
消

費
生
活
相
談（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）を
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
購
入
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

契
約
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に

よ
り
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
消
防
総
務
課
　
☎
内
線
３
５
６ 

・
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
３
７ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
!!
 

▲ブックスタートコーナー 
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も
み
じ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

 

（
１２
月
２
日
） 

 

　
こ
の
日
は
雅
楽
の
演
奏
も
し
て
い

ま
し
た
。
川
匂
神
社
の
雅
楽
保
存
会

の
人
た
ち
が
演
奏
し
て
い
て
、
城
山

公
園
の
日
本
庭
園
の
景
色
と
ぴ
っ
た

り
で
し
た
。 

　
一
曲
が
と
て
も
長
い
の
で
、
私
は

最
初
の
一
曲
し
か
き
け
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
楽
し
め
ま
し
た
。

今
な
ん
の
楽
器
が
鳴
っ
て
い
る
の
か
、

ど
ん
な
リ
ズ
ム
な
の
か
な
ど
と
い
う

こ
と
を
考
え
な
が
ら
き
い
て
い
る
と

楽
し
か
っ
た
で
す
。 

          

　
も
み
じ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
竹
の

時
と
ま
た
ち
が
っ
た
ふ
ん
い
き
で
、

竹
は
青
い
光
を
放
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

も
み
じ
は
赤
い
光
で
し
た
。
竹
は
上

の
方
に
葉
が
あ
る
の
で
見
上
げ
て
い

た
け
れ
ど
、
も
み
じ
は
木
が
低
い
の

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
葉
を
目
の

前
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
不

動
池
に
う
つ
っ
た
も
み
じ
が
ま
た
と

て
も
き
れ
い
で
、
池
の
中
に
も
も
み

じ
の
赤
い
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。 

　
前
回
の
竹
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
時

は
、
竹
が
た
く
さ
ん
あ
る
な
と
思
っ

て
見
て
い
た
け
れ
ど
、
も
み
じ
も
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
高
島
あ
ず
さ
） 

 

第
2
回
や
る
じ
ゃ
ん
大
磯
拍
手
喝
祭 

 
（
１２
月
２
日
） 

 

　
運
動
公
園
で
開
か
れ
た
、「
や
る
じ

ゃ
ん
大
磯
拍
手
喝
祭
」で
は
20
か
ら

30
店
ぐ
ら
い
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
並
ん
で
い
て
、
リ
ー
ス
を
作
れ
る

所
や
、
か
ぶ
と
虫
の
幼
虫
を
売
っ
て

い
る
所
、
に
が
お
絵
を
か
い
て
く
れ

る
所
や
、
手
作
り
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

売
っ
て
い
る
所
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

お
も
ち
や
お
し
る
こ
、
み
か
ん
、
野

菜
な
ど
も
売
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
の
平
塚
七
夕
太
鼓
の

演
奏
も
見
ま
し
た
。
す
ご
く
は
く
力

が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
ほ
か
に
は
、
カ
レ
ッ
ツ
ァ
と
セ
ウ

パ
レ
ー
タ
に
よ
る
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

も
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が

来
て
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
原
美
奈
） 

 

竹
細
工
教
室
（
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
） 

 

（
１２
月
１６
日
） 

 

　
城
山
公
園
の
郷
土
資
料
館
で
開
か

れ
た
竹
細
工
教
室
で
ミ
ニ
門
松
を
作

り
ま
し
た
。 

　
門
松
は
お
正
月
の
か
ざ
り
で
、
一

つ
一
つ
の
か
ざ
り
に
も
意
味
が
あ
り

ま
す
。
三
本
の
竹
は
、
一
番
長
い
の

が
父
、
二
番
目
に
長
い
の
が
母
、
一

番
短
い
の
は
子
ど
も
で
す
。
父
と
母

が
笑
っ
て
い
て
、
そ
の
間
で
子
ど
も

が
笑
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ

そ
う
で
す
。
他
に
も
竹
の
節
の
位
置

や
切
り
口
の
形
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

部
分
に
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

　
一
番
難
し
か
っ
た
の
は
、
黒
竹
を

縄
で
結
ぶ
所
で
す
。
本
式
は
男
結
び

に
す
る
そ
う
で
す
が
、
難
し
い
の
で

自
由
に
結
び
ま
し
た
。
最
後
に
親
子

竹
と
黒
竹
を
つ
け
た
竹
を
合
体
さ
せ

て
間
に
松
を
つ
め
ま
し
た
。 

　
今
年
の
お
正
月
は
自
分
の
作
っ
た

門
松
で
お
祝
い
で
き
ま
し
た
。
日
本

の
伝
統
的
な
お
正
月
か
ざ
り
が
作
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
七
夕
美
） 

 

　
自
主
防
犯
組
織「
石
神
台
ガ
ー
デ

ィ
ア
ン
」で
は
、
昨
年
12
月
21
日
か

ら
防
犯
活
動
の
一
環
と
し
て
青
色
回

転
灯
搭
載
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を

開
始
し
ま
し
た
。 

　
青
色
回
転
灯
車
両
は
犯
罪
の
抑
止

の
た
め
全
国
の
自
治
体
や
、
防
犯
団

体
で
導
入
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、「
石

神
台
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」で
は
青
色
回

転
灯
を
メ
ン
バ
ー
が
交
代
で
自
家
用

車
に
搭
載
し（
搭
載
に
は
警
察
の
許

可
が
必
要
で
す
）、
地
元
地
域
周
辺

の
他
、
広
く
町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、
犯
罪
抑
止
に
努
め
て
い
ま
す
。 

         
◎
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
６
６ 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
０
６ 

広報おおいそ　平成20年（2008年）2月 

　この広報おおいそに掲載する広告（広告主）を 
募集しています。詳しくは町ホームページの広告 
募集をご覧になるか、問い合わせください。 

◎問い合わせ　企画室　☎内線206

広 告 募 集 !! 　不登校ぎみのお子さん、学習の補助が 

必要なお子さんのお手伝いをしています。 

低学年の補習、お預かり、 
学校との対応… 

お問い合わせ － Be Professional － 

親と子の塾 

▲雅楽演奏（高島さん撮影） 

で巡回 

青色灯防犯 
  パトロール車 

石神台ガーディアン 
Ishigamidai Guardian

▲ミニ門松（内海さん作） 
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▼
 

▼
 ▼
 

防災講演会 

　「心のリラックス」のために日々

のストレスと上手に付き合い、軽減

する方法を学んでみませんか。 

　とき　2月17日(日) 
　14:00～16:00 

　ところ　ふれあい会館 
　講師　駒澤大学文学部心理学科准
教授　鈴木常元さん 

　定員　先着50名 
　参加費　無料 
　申込方法　住所・氏名・電話・FAX、
「なるほど講座」と明記し、はが

きかFAXで2月7日（木）まで。 

　・　　〒221-0844　横浜市神奈

川区沢渡4－2　神奈川県社会福祉

士会事務局　☎045(317)2045 
　FAX 045(317)2046

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

なるほど講座 

　認知症の治療や対応の仕方につい

て精神科医が相談をお受けします。

(予約制) 

　とき　2月27日(水) 
　13:30～15:45 

　ところ　平塚保健福祉事務所 
　内容　精神科医による相談、また
は家庭訪問 

　・　　平塚保健福祉事務所 

　☎(32)0130 
 

▼
 

▼
 ▼
 

認知症(老人性痴呆疾患)相談 

　まちの魅力を満載した「まち歩き

マップ」を手に大磯のまち歩きを開

催。参加者を募集。 

　とき　3月9日(日)　9 :30大磯駅
に集合～12:30　小雨決行 

　コース　鴫立庵、藤村邸、松並木、
旧梨本宮邸等の別荘、吉田茂銅像

を訪ね、旧三井家別荘(県立城山

公園)を巡るまち歩き　5㎞3時間 

　交流会　まち歩き終了後、「懇親・
交流会」を郷土資料館で開催 

　13:30～15:00 

　定員　抽選で200名 
　参加費　500円（記念バッチ、入
園料他) 

　申込締切　往復はがきに住所、氏
名、電話番号を記入のうえ下記

へ。2月23日(土)必着。　　 

　・　　〒255-0003 大磯町大磯603

大磯ガイドボランティア協会 

　荒金　☎・FAX(61)3057

大磯の別荘と史跡を訪ねる 

情報コーナー 情報コーナー 情報コーナー 　　問い合わせ 

　　申込み 

問 

申 

問 申 

　みなとの活性化やまちづくりに対

する町民の関わりなどについて、講

演会を開催します。 

　とき　2月9日(土) 
　第1部　13:00～　大磯港周辺の

海岸巡検（小雨決行） 

　第2部　14:00～15:30　(財)土木技

術センター理事兼なぎさ総合研究

室長宇多高明氏による基調講演 

　ところ 
　第1部　大磯町漁業協同組合前 

　第2部　福祉センターさざれ石 

　参加費　無料 
　　都市整備課　☎内線232

みなとまちづくり協議会 
講演会 

　親が子どもにできることは何でし

ょう。家族のコミュニケーションに

ついて学び共に考えましょう。 

　とき　2月25日(月)　 
　14:00～16:00 

　ところ　平塚保健福祉事務所 
　内容　心地よい家族関係を築くに
は！～安心感のあるコミュニケー

ションとは～ 

　講師　臨床心理士 大多和二郎氏
　(横浜心理臨床オフィス主宰) 

　申込締切　2月21日(木)まで 
　・　　平塚保健福祉事務所 

　☎(32)0130

不登校・ひきこもり 
地域講演会  

問 申 

　親亡き後、どうやって自立した生

活を送るかなど成年後見制度につい

て公開講座を行います。 

　とき　2月8日(金)　13:30～16:00 
　ところ　ひらつか市民活動センタ
ー（JAかながわビル2Ｆ） 

　講師　神奈川保健福祉専門学校教
務主任　古橋良伸氏 

　参加費　無料（予約不要、直接会場へ） 
　　湘南社会復帰協会　小川宅☎
(33)7703、板谷宅☎(31)2750

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

「心を病む人のための　 
　成年後見制度」講演会 

問 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　「大切な地域の防災活動～あなた

の活動が地域を守る」をテーマに、

防災講演会を開催します。 

　とき　2月10日(日) 
　14:00～15:30 

　ところ　保健センター研修室 
　講師　防災士　杉山鎮夫さん 
　　防災対策担当　☎内線241

しず　お 

問 

問 申 

▼
 
▼
 

▼
 
▼
 

▼
 

問 

▼
 

▼
 

▼
 

　捨てることから始まる快適収納。

あなたのタイプをチェックして収納

の基本を学びましょう。 

　とき　2月7日(木) 
　14:00～16:00 

　ところ　保健センター 
　定員　50名 
　講師　消費生活アドバイザー　　
　　　　　　吉村和義氏 

　・　　地域協働課　☎内線237

暮らしの講座 

▼
 

▼
 
▼
 

▼
 

　保健センターの和室を開放し、希

望者には計測や育児相談を行います。 

　とき　2月6日、20日、3月5日
いずれも水曜日 

　9 :30～12:00　 

　ところ　保健センター 
　対象　未就園児と保護者 
　　子育て介護課　☎内線308

子育てひろば 
「子育てぱんだ」 

問 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 
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休日急患診療　在宅当番医 
2月の日程表 
日 曜 当　　番　　医 診 療 科 目 所　　在　　地 電　話 

3 

10 

11 

17 

24

日 

日 

月 

日 

日 

グリーン内科クリニック 

百合が丘クリニック 

浅野クリニック 

二宮診療所 

相良内科クリニック 

内・循 

内・呼・消・循・麻 

小 

内 

内・循・小 

大磯町大磯９５１ 

二宮町百合が丘2 －1 －2 

二宮町百合が丘3 －5 －2 

二宮町二宮1３０５ 

大磯町大磯１２７０ 

6 0－ 3 1 3 1  

7 3－ 0 0 8 2  

7 2－ 0 7 2 0  

7 1－ 0 2 0 1  

6 1－ 0 3 7 8

※診療科目以外の診療については、他の医療機関を紹介する場合があります。 

まず、あなたの主治医の都合を 
聞いた上でご利用ください。 

　診療時間厳守 
　　　・午前９時～１２時 
　　　・午後２時～５時 

◎問い合わせ 
　大磯町消防署　☎（６１）０９１１ 
　二宮町消防署　☎（７２）００１５ 

おおいそ骨太体操集中講座 
　とき　2月7日、14日、21日　
いずれも木曜日 

　10:00～11:30（保育あり） 

　ところ　保健センター（2月21日
は福祉センターさざれ石） 

　参加　全回参加された方には骨太
Ｔシャツをプレゼント 

　持ち物　飲み物・タオル・動きや
すい服装で 

　・　　子育て介護課　☎内線308

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

いきいきエクササイズ 

問 申 

体操講習会 骨太 骨太 

2
月
 

3
月
 

日（曜日） 時　　間 場　　所 
　4日（月） 
　5日（火） 
　8日（金） 
18日（月） 
26日(火） 
3日（月） 
4日（火） 
10日（月） 
11日（火） 
17日（月） 
25日（火） 

１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１４：００～１５：３０ 

国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
国府支所 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
国府支所 
ふれあい会館 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 

　骨太体操ボランティアと一緒に体が喜ぶお話と 

音楽に乗せた楽しい体操で、昨日より元気なあな 

たになりませんか。 

（参加費・申込み不要　直接会場へ） 

◎問い合わせ　子育て介護課　☎内線309　　 

日　　時 ところ 

2月22日（金) 国府新宿 
福祉館　 

13:30～ 
　15:003月28日（金) 

内容：男性限定の体操講習会 

高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 

メンズエクササイズ 

高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 
高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 

メンズエクササイズ メンズエクササイズ 

一般向け 一般向け 一般向け 

※休日当番医は、都合により変更となる場合がありますので、事前に消防署へご確認ください。 
 

　「Ｂｏｄｙ（体）」、「Ｂｏｎｅ（骨）」、

「Ｂｅａｕｔｙ（美）」、体を動かして

心とからだのリフレッシュ！ 

　とき　2月25日（月） 
　10:00～11:30 

　ところ　保健センター 
　内容　骨太体操・リズム体操・ス
トレッチ体操 

　対象　20～50歳代の方（お子さん
も一緒に参加できます） 

※申込み不要・直接会場へ 

　　子育て介護課　☎内線308

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 

Ｂウェーブ 
(産後のシェイプアップ)

問 

内容：ゆったりとした太極拳の動きと 
　　　高齢者向けの体操 

日　　時 ところ 

2月13日（水) 

福祉センター 
さざれ石 

10:00～ 
　11:30

2月28日（木) 

3月12日（水) 

3月27日（木) 

　結婚や子育てで職場を離れ再び働

く意欲があっても復帰には不安とい

う方のための研修です。 

　とき　2月18日(月)～2月22日
(金)　10:00～15:00 

　ところ　東海大学大磯病院 
　対象　保健師・看護師・准看護師
の資格を持ち、再び看護をしたい

と考えている方 

　参加費　資料代2,000円 
　申込締切　2月12日(火) 
　・　 東海大学大磯病院事務課　

☎(72)1767

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

潜在看護師復帰支援研修会 

問 申 



第9回 
町民フットサル大会 

　とき　3月9日(日)　9 :40開会 
　ところ　太平洋岸自転車道 
　種目　2km、3km、5kmの部 
　参加資格　町内在住・在勤・在学
で健康な方 

　申込み　当日9 :00～9 :30に町役
場正面ロビーで 

　参加賞　完走者にバッジを授与 
　　町体育協会陸上部　仲川宅 

　☎(61)5222

第28回 
町民健康ランニング大会 

▼
 

▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

　大会へのご理解とご協力をお願い

します。なお、交通規制などの詳細

は広報3月号でお知らせします。 

　とき　3月16日(日) 
　8 :45　車いすの部スタート 

　9 :00　10kmの部スタート 

　9 :30　30kmの部スタート 

　スタート　西湘バイパス大磯西 IC 
　フィニッシュ　大磯プリンスホテ
ル駐車場 

　交通規制　国道134号（西湘バイ
パス二宮ＩＣから浜見山交番前交

差点までの間）で交通規制 

　　湘南国際マラソン事務局 

　〒259-0111  大磯町国府本郷438

☎(70)6667 
　公式ＨＰ　http://www. 

　　　　　　shonan-kokusai.jp/ 

 

２００８湘南国際マラソン 

　
 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 

問 

12月2日(日)　国府小体育館 
　優　勝　ラブ・スポルト 
　準優勝　カムチャッカ半島ズ 
　第3位　野崎ファーム 
 

第11回 
町民秋季ボウリング大会 

12月2日(日) 
大磯プリンス 
ホテルボウリ 
ングセンター 
 
 
　一般の部 

　優　勝　添田　智規 
　準優勝　赤井橋　良江 
　第3位　石井　光太郎 
　ハイゲーム　添田　智規 
　シニアの部 

　優　勝　松下　正一郎 
　準優勝　中川　悟 
　第3位　梅田　晴夫 
　ハイゲーム　松下　正一郎 
　ジュニアの部 

　優　勝　山口　健太 
　準優勝　渡辺　　陸 
　ハイゲーム　山口　健太 
　　町体育協会ボウリング部 

　上原宅　☎(61)3531

▼
 

▼
 

▼
 

第23回町民バドミントン大会 

12月2日(日）　国府中体育館 
　男子Ａシングルス 

　優　勝　舟木　洋一 
　準優勝　小瀬村　博 
　第3位　永瀬　高寿 
　男子Ｂシングルス 

　優　勝　真壁　進一 
　準優勝　近藤　洋介 
　第3位　西方　太助 
　女子シングルス 

　優　勝　高橋　梨恵 
　準優勝　和田　万紀子 
　第3位　箱守　のり子 

　男子ダブルス 

　優　勝　舟木・仁加保組 
　準優勝　瀬戸・深井組 
　第3位　永瀬・一瀬組 
　女子ダブルス 

　優　勝　和田・伊藤組 
　準優勝　高橋・小合瀬組 
　第3位　簑島・碇井組 
　　町体育協会バドミントン部 

　牛見宅　☎(61)2159

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

第46回 
町民ロードレース大会 

12月9日(日)　太平洋岸自転車道 
　中学生男子（3km） 

　1年の部　優勝　加藤　優志 
　2年の部　優勝　馬込　祐樹 
　3年の部　優勝　石川　友樹 
　中学生女子（3km） 

　1年の部　優勝　福重　繭子 
　2年の部　優勝　武蔵野　萌 
　一般女子の部（3km） 

　　　　　　優勝　平田　由香 
　一般男子の部（6km） 

　15～29歳　優勝　小島　義之 
　30歳代 　　優勝　岩田　和義 
　40歳代 　　優勝　斎川　　勉 
　50歳以上 　優勝　高橋　　護 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

スポーツ大会の結果 
　12月に町内各地でスポーツ大会が繰り広げられました。 

結果は次のとおりです。（敬称略）　　　　 生涯学習課　☎内線324問 

問 

問 

　人と企業の出会いの場として、仕

事を探している方々の就職促進のた

めに、面接会を開催します。 

　とき　2月6日(水) 
　13:00～16:00 

　ところ　グランドホテル湘南（藤
沢市朝日町11) 

　持物　履歴書を持参してくださ
い。 

　　ハローワーク平塚・藤沢独立行

政法人雇用・能力開発機構神奈川

センター　☎045(391)9788 
 

▼
 

▼
 

▼
 

湘南就職面接会 

問 

14
火事と救急 
12月の出動状況 

消防車…033件（火災出動0、救助出動4、警戒出動0、その他出動29） 
救急車…154件（急病100、交通事故15、一般負傷23、その他16） 広報おおいそ　平成20年2月 
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気象情報 
12月 

最高気温　17.1度　　最低気温　2.9度　　平均気温　9.1度 
総雨量　68.5mm

教育委員会定例会 

　2月20日(水)　9時30分～ 

　郷土資料館　研修室 

　　学校教育課　☎内線322 
農業委員会総会 

　2月25日(月)　13時30分～ 

　国府支所2階　会議室 

　　農業委員会　☎内線358

会議開催のお知らせ 

２０日（水） 
１３時～１６時 

２０日（水） 
１３時～１６時 

問 

問 

○ ゆずります 

クーファン、ベビーベッド、シ

ングルベッド、折りたたみベッ

ド、石油ファンヒーター、Ａ型

ベビーカー 

　不用品の登録や斡旋の受付 
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日

は除きます） 
○不用品登録状況はホームページ
　でもご覧いただけます。 
○交渉は当事者同士でお願いしま
　す。 
○連絡をいただいてもすでに取引 
　が成立している場合もあります
　のでご了承ください。 
　　地域協働課　☎内線237

ゆずります! ゆずってください! 

不用品登録情報 

問 

相　談　名 相 談 内 容 等  と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課 

人 権 相 談  憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 

行 政 相 談  
国の行政や特殊法人に対する要望や苦
情 

法 律 相 談  
（予約制） 

相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・
債務等、日常生活の中の法律的な問題 

消費生活相談 
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等 

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談 

電話教育相談 

こころの健康相談 

児童虐待相談 

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象…園児・児童・生徒と保護者 

心の悩みや病気で困っている方やその家族を対象に精神科医が相
談を受けます。（引きこもりやアルコール等の相談も含む・予約制） 

児童虐待に関する相談 

１４日（木）２１日（木） 
１３時～１６時 

5日（火）、１３日（水）、２５日（月） 
１３時３０分～１５時４５分 
毎週月曜日～金曜日 
８時３０分～１７時１５分 
（ただし、祝日は除きます。） 

大磯町児童虐待相談ホットライン 
（子育て介護課内）　☎（６１）６２１０ 

１９日（火）１３時～１６時 
毎週月曜日～金曜日 
９時～正午/１３時～１６時３０分
（ただし、祝日は除きます。） 

福祉センター 
「さざれ石」 
※法律相談の予約は毎
月１日からです。　
（１日が土・日・祝日
の場合は、翌日また
は翌々日） 

福祉センター「さざれ石」 社会福祉協議会☎（６１）９３９０ 

大磯町教育研究所　適応指導教室 
（町立小磯幼稚園内）　☎（６１）８７９５ 

地域協働課 
☎（６１）４１００ 
内線２３７ 

相談の案内［2月］ 

平塚市消費生活センター 
　☎（２１）７５３０ 
※無料の駐車場はありません。 

かながわウィークエンド 
　　　　　　消費生活相談 
　☎０４５（３１４）５５８６ 
※電話相談のみとなります。 

 ９ 時３０分～１６時 
（ただし、祝日、は除きま 
　す） 

１０時～１６時 
（ただし、年末年始及び施 
　設管理上実施できない日 
　を除きます。） 

月
〜
金 

土 

日 

平塚保健福祉事務所 
平塚保健福祉事務所 
☎（３２）０１３０ 

▼
 

広報おおいそ　平成20年2月 

　消防車の出動情報、休日当番医情報は、こち
らで確認をしてください。通常は、防災情報

(内容は毎月変わります。)が聞けます。 

　　消防署　☎（61）0911

消防情報ダイヤル　☎（61）5151
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ふきかえ ふきかえ 工事終了 工事終了 
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　弟が生まれ、3人兄弟になりました。
たくさんお世話してくれます。 

（右側が知佳ちゃん、左は長女の優花

ちゃん、中央は長男の史也くん） 

※このコーナーに登場してくれるお子さんを

募集しています。 

◎問い合わせ　企画室　☎内線207

馬屋原　知佳ちゃん　 
平成15年12月21日生 

 

　ま　や　はら　　とも　か 

誠さん、涼子さんの次女 

ゆう　か 

ふみ　や 

人口 32,798（＋32）　男 16,000（＋8）　女 16,798（＋24） 
世帯 12,159（＋26）　（　）は前月比 

町の人口と世帯 
１２月１日現在 広報おおいそ　平成20年2月 16

●初日の出　（1月1日：大磯港から） 

●初詣 
　（1月1日：六所神社） 

広報カメラマン奥野さん撮影 

広報カメラマン 

奥野さん撮影 

●左義長　（1月14日） 広報カメラマン杉崎さん撮影 
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●成人式 
　（1月14日） 
350人が 
成人の 
仲間入り 
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町の人口と世帯 
1月1日現在 

▲中学生もサイト作りに参加 ▲燃えあがるサイト ▲ヤンナゴッコ 
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